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Osaka University
編
集
後
記
平
成
七
年
よ
り
学
部
に
大
講
座
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
哲
学
哲
学
史
第
一
講
座
、
哲
学
哲
学
史
第
二
講
座
、
中
国
哲
学
、
イ
ン
ド
哲
学
、
倫
理
学
の
五
講
座
が
「
哲
学
講
座
」
と
し
て
発
足
し
た
。
旧
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
特
色
の
あ
る
優
れ
た
研
究
誌
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
大
講
座
と
し
て
の
有
機
的
な
成
果
を
示
す
た
め
に
、
ま
ず
欧
米
系
の
三
講
座
が
―
つ
の
研
究
誌
に
統
一
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
誌
の
中
で
最
も
歴
史
の
あ
る
『
カ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
』
の
号
数
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
発
行
母
体
を
「
哲
学
講
座
」
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
哲
学
会
議
が
開
か
れ
、
い
さ
さ
か
危
惧
の
念
を
抱
い
て
い
た
が
、
旧
中
国
・
イ
ン
ド
哲
学
講
座
の
諸
先
生
か
ら
承
諾
の
み
な
ら
ず
、
刊
行
に
際
し
て
適
切
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
学
問
的
寛
容
の
精
神
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
掲
載
論
文
に
つ
い
て
、
編
集
委
員
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
諸
先
生
か
ら
の
ご
協
力
で
、
実
に
多
彩
な
力
作
が
集
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
フ
ム
大
学
の
ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
教
授
と
、
中
国
・
北
京
の
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
の
下
崇
道
副
研
究
員
か
ら
の
二
つ
の
寄
稿
論
文
、
欧
米
諸
国
の
哲
学
研
究
に
目
覚
し
い
進
境
を
見
せ
て
い
る
本
学
関
係
の
若
手
研
究
者
五
人
の
論
文
が
揃
っ
た
。
国
際
色
豊
か
で
、
し
か
も
若
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
野
心
的
な
、
多
種
多
彩
な
思
想
傾
向
が
、
こ
の
研
究
誌
の
特
色
と
な
っ
た
。
名
称
に
関
し
て
、
幾
つ
か
良
案
が
で
て
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
が
、
学
的
伝
統
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
い
て
柔
軟
性
の
あ
る
名
称
と
い
う
こ
と
で
、
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
呼
び
名
に
関
し
て
正
し
い
発
音
な
の
か
、
こ
の
記
述
で
よ
い
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
、
恩
案
の
末
、
言
語
文
化
部
の
原
田
裕
司
助
教
授
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
諸
文
献
を
探
索
さ
れ
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
中
世
ラ
テ
ン
語
記
名
に
由
来
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
原
田
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
倫
理
学
講
座
に
所
属
さ
れ
た
塚
崎
智
先
生
が
、
平
成
八
年
三
月
に
定
年
退
官
の
運
ぴ
と
な
り
、
長
年
に
わ
た
る
の
先
生
の
文
学
部
に
お
け
る
研
究
・
教
育
・
管
理
運
営
等
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
を
記
念
し
て
先
生
の
退
官
記
念
号
と
し
た
。
塚
崎
先
生
の
懐
の
深
い
研
究
の
軌
跡
が
、
鷲
田
先
生
に
よ
っ
て
明
快
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
加
藤
憲
治
助
手
が
平
成
八
年
四
月
か
ら
神
戸
商
船
大
学
助
教
授
と
し
て
栄
転
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る
。
印
刷
所
発編
行集
者兼
平
成
八
年
―
二
月
―
1
0
日
印
刷
非
売
品
平
成
八
年
―
二
月
二
五
日
発
行
最
後
に
な
っ
た
が
、
細
々
と
し
た
編
集
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
哲
学
系
資
料
室
の
駒
山
さ
ん
に
「
有
難
う
」
を
言
い
た
い
。
（
浅
野
）
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
第
二
七
号
編
集
委
員
浅
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遼
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学
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授
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社
